
【平成 21年 １２月定例会（第４回）】 
 
 まずはじめに、一瀬正議員におかれましては、このたび、議員在職８期、３０年以上の

長きにわたり、地域社会の発展、地域福祉の向上、地方議会の発展に尽くされたご功績が

認められまして、全国町村議会議長会６０周年記念大会におかれまして、特別表彰をお受

けになれました。市川三郷町議会としても、誠に名誉なことでございます。 
 改めまして、心からお祝いを申し上げます。おめでとうございます。 
 
 開会にあたり、一言ごあいさつ申し上げます。 
 本日、平成２１年市川三郷町議会第４回定例会を招集いたしましたところ、議員各位に

おかれましては、公私ともご多用の中、全員のご出席を賜りここに定例会が開催できます

ことに、厚くお礼を申し上げます。 
 また、平素町行政の推進にご尽力、ご協力をいただいておりますことに、併せて感謝を

申し上げます。 
 さて、政府は再びデフレ宣言をし、日本経済はなおも深刻な景気後退が続くものと推測

され、低成長時代に入ったことを改めて強く感じるところであります。 
 先の第６回臨時会でご議決をいただきました、特別職給与の減額は、本町の財政健全化

を目標に明示して進めるうえで、職員の意識改革はもとより、町民の皆さまには、現下の

厳しい財政状況をご認識いただきたい強い思いからでございます。 
 間もなく始まります、来年度予算編成では、本年度当初予算比で約２億２千万円の歳入

減の見込みでございます。 
 他方、町民の皆さまが行政に望む根本的な意思を見失わないようにするためには、何事

も十分な審議と説明を尽くすことであると考えております。 
 本日ご提案を申し上げます案件は、専決処分承認１件、財産取得１件、条例制定１件、

条例改正３件、規約変更８件、一般会計・特別会計補正予算７件、事業会計補正予算１件、

指定管理者指定１件、道路線認定１件、合わせて２４案件であります。 
 十分なご審議をいただき、ご同意・ご議決いただけますようお願い申し上げ、あいさつ

といたします。 
 （以下省略） 


